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 環境設定 

1-1. テンプレートファイルのパス設定 

各種テンプレートファイルを設定することができます。 

① 「IJEConfig」タブ→「環境設定」→「システム設定」をクリックします 

 

「システム設定」ダイアログが表示されます。以下の画面が表示されない場合は、「パス設
定」タブをクリックしてください。 

 

② テンプレートファイルのパスを変更します 

「参照」をクリックして、テンプレートファイルを選択することで、テンプレートファイルパ
スを変更できます。 
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1-2. グリッド設定 

IJCAD Electricalでは任意に設定した 3種類のグリッド間隔を切り替えながら設計する事が出
来ます。 

① 「IJEConfig」タブ→「環境設定」→「ユーザ設定」をクリックします 

 

「ユーザ設定」ダイアログが表示されます。 

 

② グリッドの設定をします 

「モード 1」「モード 2」「モード 3」のそれぞれに対してスナップの ON/OFFと X,Yの各間
隔を設定します。 
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1-3. 属性設定 

属性設定は IJCAD Electricalでプロジェクトやページを管理する上で必要な情報や図枠の表題
欄に転記する為に必要な情報を設定する為のものです。 

ここで設定された内容がプロジェクトやページを新規で作成した時に表示されます。 

 

① 「IJEConfig」タブ→「作成」→「属性」をクリックします 

「属性」ダイアログが表示されます。 

 

② 「基本属性」タブの設定を行います 

 

既存の基本属性を選択する場合は「基本属性名称」で任意の名前を選択します。基本属性名称
には予め設定された属性の一覧が表示されます。 

新規で作成する場合は、画面下の「基本属性名称」に任意の基本属性名を入力して、「登録」
をクリックします。  
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③ 「プロジェクト設定」タブの設定を行います 

「プロジェクト設定」タブに変更します。 

プロジェクト・ページそれぞれにチェックが付いている事を確認します。チェックがついてい
る属性がプロジェクトやページで表示されます。 

 

基本属性を新規で作成した場合は、「プロジェクト設定/ページ設定」を選択し、属性名称を
入力、「追加」をクリックします。 

プロジェクトやページに表示したい属性にチェックを入れ、「登録」をクリックします。 
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 新規プロジェクト作成 

IJCAD Electricalは.dwgベースの電気設計 CADです。この為、1ページ=1dwgとなりますの
で、電気設計図 1案件で複数の dwgファイルを扱う必要があります。この複数の dwgファイルを
ページとして扱う為に必要な機能が「プロジェクトマネージャ」になります。 

ドッキングウィンドウ「プロジェクトマネージャ」が表示されていない
場合は、「IJE」タブ→「管理」→「プロジェクトマネージャ」をクリッ
クしてください。 

 

① プロジェクトマネージャ内の「新規プロジェクト」をクリックします 

 

「プロジェクト設定」ダイアログが表示されます。 
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② 「プロジェクト設定」タブの内容を設定します 

「プロジェクト設定」タブを選択します。 

 

「プロジェクト設定」タブでは以下の属性を設定する事が可能です。 

名称：プロジェクト名称を入力します。(プロジェクト名称の付いたフォルダが作成されます) 

図面保存先：プロジェクト (プロジェクトファルダ)の保存先パスを選択します。 

既存プロジェクトから設定をコピー：既存のプロジェクトから設定をコピーし、使用できま
す。 

属性：すでに設定済みの属性を選択することができます。プロジェクトに表示したい属性を選
択します。 
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③ 「線番」タブの内容を設定します 

「線番」タブを選択します。 

「線番」タブの設定では、線番配置時の初期値となる情報を設定することができます。 

プロジェクトごとに定義する場合はプロジェクト設定で、フォルダごとに定義する場合はフォ
ルダ設定で、ページごとに定義する場合はページ設定で、線番タブの設定を行って下さい。 

 

線番：線番として使用する英数字を設定します。 

線番の固定で入力する英字の部分を「接頭」、「接尾」に入力します。 

カウントアップしたい数字の初期値を「開始番号」に指定します。 

 カウントアップの増分進数を選択します。 

 

線番配置位置：線番配置位置を設定します。  
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 クリックした位置：配線上でクリックした位置に線番配置します。 

 クリックした線分の中央：クリックした位置に関係なく、配線の中央に配置します。 

 

線番配置方向：線番の配置方向を設定します。 

 オフセット：配線と線番の間隔を設定します。 

 縦方向：縦方向の配線に対して、左右どちらに線番を配置するか選択します。 

  

④ 「形式」タブの内容を設定します 

「形式」タブを選択します。 

 

器具番号/線番の順序 

 器具番号や線番を自動配置する際の順番を指定します。  
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ロケーションボックス 

ロケーションボックスの端子・コネクタのシンボルのパスを設定します。 

また、端子シンボルの設定をしていないと、ケーブル定義機能を使用することは出来ませ
ん。 

ロケーションについての詳細は後述 10ロケーションを参照してください。 

 

ジャンプシンボルの半径 

 配線交差時のジャンプシンボルの大きさを設定します。 

 

接続ポイント 

形状：接続ポイントの形状を選択します。 

サイズ：接続ポイントのサイズを設定します。 
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⑤ 「接点表」タブの内容を設定します 

「接点表」のタブを選択します。 

 

 

「接点表既定フォーム」：利用する接点構成表のフォームを設定します。「接点表規定フォー
ム」に直接パスを設定するか「参照」をクリックし接点構成表フォームを選択します。 

※ 接点構成表のフォームはシンボルに設定する機器の型式毎に設定する事が出来ます。型
式ごとの接点構成表のフォームが設定されていない場合は「接点表既定フォーム」に設
定されたフォームを使用して接点表を挿入します。 

       

       コイルから接点表までの距離を X,Yの値をそれぞれ指定します。 
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⑥ 「OK」をクリックします 

「プロジェクトマネージャ」にプロジェクトが表示されます。 

また、図面保存先に設定したパスに、プロジェクト名のフォルダが自動作成されます。 

 

 

自動作成されたフォルダ内に SQLITE3ファイルが自動作成されます。 

IJCAD Electricalの機能を使用するためには必ず必要なデータベースファイルです。 

絶対に削除しないでください。 
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 新規ページ作成 

データベース等の IJCAD Electricalの機能を使用するためには、プロジェクトマネージャの機能を
使って、プロジェクトマネージャを使用して図面ファイルを作成する必要があります。 

 

① プロジェクトマネージャ内の「新規ページ」をクリックします 

 

「ページ設定」ダイアログが表示されます。 

 

② ページ設定を行います 

「ページ設定」ダイアログの各タブの内容を設定します。この時、「ページ設定」のページ種
別は「回路図」を選択します。 

各タブの設定内容については、前述の 2新規プロジェクト作成を参照してください。 

 

 

注意事項 

回路図作成・編集の為の各コマンドは、プロジェクトマネージャの新規ページで作成された
図面のみ配置可能です。 

Drawing1.dwgなどで各コマンドを起動しても、使用することは出来ません。 
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3-1. 作成済みのページの削除 

作成済みのページを「プロジェクトマネージャ」の一覧から無くすための方法は 2つあります
が、実際の DWGデータが削除されるかどうかが違います。ご注意ください。 

 

3-1.1 プロジェクトから除外 

ページをデータベース連携の対象外にします。「プロジェクトマネージャ」の一覧からページ
名は無くなりますが、実際の DWGデータは削除されません。 

「プロジェクトマネージャ」の除外したいページ名を「右クリック」して「プロジ
ェクトから除外」を選択します 

 

3-1.2 削除 

ページを完全に削除します。 

「プロジェクトマネージャ」の削除したいページ名を「右クリック」して「削除」
を選択します 

  



 

 

 IJCAD Electrical 2018 基本マニュアル 

18 

 回路シンボル配置 

 回路シンボルを図面に配置します。 

 

4-1. シンボル配置 

① 「IJE」タブ→「シンボル」→「シンボル配置」をクリックします 

 

「シンボル配置」ダイアログが表示されます。 
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② シンボルの参照先を追加します 

シンボルが保存されているフォルダをツリーに追加します。すでに追加済みの場合はこの手順
は不要です。 

 

1. 「ツリーにパス追加」をクリックします 

2. 「フォルダーの参照」ダイアログが表示されるので、シンボルが保存されているフォルダ
を選択します 

3. シンボルがリストに表示されます 

 

③ シンボルを選択します 

シンボルは種別毎にツリー構造になっています。配置したいシンボルが保存されているフォル
ダをクリックします。 

表示された画像をダブルクリックしてシンボルを選択します。 

ダイアログ画面をリサイズすることにより、表示行列が変化します。大きいイメージを表示す
る場合は、「シンボル表示大」を選択して下さい。 

 

④ シンボルを配置します 

画面内作図領域に配置します。 

配線上に接続ポイントが重なるようにシンボルを配置すると、配線が自動で中継されます。 

 

 

配置する際は以下のことをお気を付けください。 

・必ずグリッドを使用してください。 

・オブジェクトスナップはオフにしてください。 
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⑤ 属性値を入力します 

「属性編集」ダイアログが表示されるので、属性値を入力します。 

「カタログとリンク」機能を使用して、カタログ（部品データベース）に登録されている機器
の内容を属性値に挿入する事も出来ます。（詳細は後述 4-1.1カタログとリンク参照してく
ださい） 

※部品表を作成する場合、最低限の情報として、器具番号は必要となります。 

表示にチェックを入れると、図面に属性値が表示されます。 

 

4-1.1 カタログとリンク 

「カタログとリンク」機能を使用すると、カタログ（部品データベース）に登録されている機器の
内容をシンボルの属性値に挿入する事が出来ます。 

① シンボル「属性編集」ダイアログで「カタログとリンク」をクリックします 

「カタログ」ダイアログが表示されます。 

 

② 目的の機器を探します 

製品のタイトル行の で表示される商品を絞り込むことができます。 

また、［Ctrl］と［F］を同時に押すことで、「型番検索」ダイアログが表示され、該当する
型番の機器を探すことができます。  
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③ 機器を選択します 

目的の機器が見つかったらダブルクリックで選択します。 

また、作成したアセンブリを選択することもできます。 
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4-2. フリーシンボルの配置 

一度だけ使用するシンボルの場合は、フリーシンボルコマンドでシンボルを作成することがで
きます。 

 

4-2.1 フリーシンボル（矩形） 

フリーシンボルを矩形で作成します。 

① 「IJE」タブ→「シンボル」→「フリーシンボル矩
形」をクリックします 

 

② 矩形を描画します 

矩形の 1点目、対角点を指定して描画します。 

 

③ フリーシンボルの基点を指定します 

基点の指定後、「シンボル」ダイアログが表示されます。 

 

④ フリーシンボルに使用する属性を指定します 
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フリーシンボルに挿入したい属性値の選択、入力を行います。 

 

挿入：データベースに登録したい属性を選択します 

表示：図面に表示したい属性を選択します 

 

⑤ 属性値を図面上に挿入する位置を指定します 

「属性挿入」をクリックします。 

図面上の属性を挿入したい位置を指定します。 

 

⑥ 挿入した属性の属性値を入力します 
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4-2.2 フリーシンボル（多角形） 

フリーシンボルを多角形で作成します。 

① 「IJE」タブ→「シンボル」→「フリーシンボル多角
形」をクリックします 

 

② 多角形を描画します 

多角形のフリーシンボルの頂点を指定します。終了する
時は始点を指定します。 

 

③ フリーシンボルの基点を指定します 

基点の指定後、「シンボル」ダイアログが表示されます。 

 

⑦ フリーシンボルに使用する属性を指定します 

フリーシンボルに挿入したい属性値の選択、入力を行います。 

詳しくは、4-2.1フリーシンボル（矩形）を参照してください。 

 

⑧ 属性値を図面上に挿入する位置を指定します 

「属性挿入」をクリックします。 

図面上の属性を挿入したい位置を指定します。 

 

⑨ 挿入した属性の属性値を入力します 
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4-2.3 接続ポイント追加 

フリーシンボルに接続ポイントを追加する際に使用します。 

① 「IJE」タブ→「シンボル」→「接続ポイント追
加」を指定します 

 

② 接続ポイントを追加するフリーシンボルを選択し
ます 

 

③ 接続ポイントを挿入します 

追加する接続ポイントの方向を指定し、挿入をクリックします。 

接続ポイントを挿入したい位置をクリックします。 

接続ポイントの追加が終わった場合、「閉じる」をクリックします。 

 

4-2.4 接続ポイントの削除 

配置した接続ポイントを削除する事が出来ます。 

※すでに配線と接続済みの接続ポイントを削除することはできません。 

 

⑦ 「DELETECONNECTPOINT」をコマンド実行します 

何もコマンド実行していない状態で、「DELETECONNECTPOINT」を入力します。 

 

⑧ 接続ポイントを削除します 

削除したい接続ポイントをクリックします。全て削除したら、「右クリック」または
「Enter」を押して終了します。 
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4-3. シンボル属性の変更 

既に図面に配置済みのシンボルの属性値を編集する場合は
「IJE」タブ→「シンボル」→「属性編集」を選択します。 

指定したシンボルの「属性編集」ダイアログが表示されま
す。 

4-4. シンボルの移動・複写 

シンボルの移動複写は IJCAD標準機能ではなく、必ず専用アイコン
「IJE」タブ→「シンボル」→「移動」「複写」を使用してください。 

 

4-5. 一括属性編集 

「IJE」タブ→「シンボル」→「一括属性編集」を使用すると、シンボル属性を横列のリスト形
式で修正できます。 

また、プロジェクトマネージャのページを右クリックで「一括属性編集」を選択する事でペー
ジ内の全てのシンボル属性を一括で編集できます。 
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 配線 

5-1. 配線 

IJCAD Electricalでは配線を記入する際、専用の配線コマンドを使用します。これによりシン
ボル間の自動配線処理を行い、線番入力、接続情報の抽出が行えます。 

① 「IJE」タブ→「配線」→「配線」をクリックします 

 

② 配線を描画します 

※配線を描画する際、必ずグリッドを使用してください。 

1. 配線の始点を指定します。 

2. 折れ曲り箇所は左クリックで指定します。 

3. 配線の終点を指定します。 

既に作図している配線上を始点、終点とした場合は接続点が自動配置さ
れます。 

 

5-2. 複数配線 

IJCAD Electricalは 2相、3相等、複数の配線を一度に作図する事が可能です。 

① 「IJE」タブ→「配線」→「複数配線」をクリックします 

 

「複数配線」ダイアログが表示されます。 
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② 配線情報を設定します 

配線方向/場所、配線間隔、配線数を指定して
「OK」をクリックします。 

開始場所「配線」「シンボル」についての詳細
は、後述 5-2.1開始場所「シンボル」、5-2.2
開始場所「配線」を参照してください。 

 

③ 複数配線の始点を指定します 

 

④ 折れ曲り箇所は左クリックで指定します 

「折れ曲がり方向の設定は折れ
曲がる箇所を指定後「T」を入
力する事で折れ曲がりの方向を
変更する事が出来ます。 

 

⑤ 複数配線の終点を指定します。 

 

5-2.1 開始場所「シンボル」 

既に配置されているシンボルを始点として複数配線を作図する場合は「複数配線」ダイアログの
「開始場所」で「シンボル」を指定してください。 

 

① 「複相配線」ダイアログで「シンボル」指定 

ダイアログ内のその他設定を行い、「OK」をクリックします。 

 

② 既存のシンボル上で接続される順番毎に接続点を指定し
ます 

全て選択したら、「右クリック」または「Enter」を押し
ます。  
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③ 配線を描画します 

配線の終点を指定してください。 

 

④ 「右クリック」または「Enter」を押し、複数配線の描画を終了します 

 

5-2.2 開始場所「配線」 

既に配線されている複数配線から分岐の複数配線を作図する場合は、「複数配線」ダイアログの
「開始場所」で「配線」を指定してください。 

 

① 「複相配線」ダイアログで「配線」指定 

ダイアログ内のその他設定を行い、「OK」をクリックします。 

 

⑤ 既存の複数配線上で接続される順番毎に配線を指定
します 

配線をクリックすると、紫色の丸印が表示されます。
クリックした位置から配線が挿入されます。 

全ての配線を選択したら、「右クリック」または
「Enter」を押します。 

 

⑥ 配線を描画します 

配線の終点を指定してください。 

 

⑦ 「右クリック」または「Enter」を押し、複数配線の描画を終了します 
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5-3. 配線延長 

本来接続されているべき配線の距離が足りずに配線されていない場合、「配線延長」機能を使
って配線を接続されるべき位置まで延長できます。 

① 「IJE」タブ→「配線」→「配線延長」をクリックします 

 

② 延長したい配線の終端をクリックします (図赤
丸) 

近くの接続可能な配線まで自動的に延長されま
す。(図青丸) 

 

③ 処理を確定させます 

[Enter]を押すと、接続ポイントが配置されます。 

 

5-4. ジャンプシンボル 

配線と配線がまたがる場合、ジャンプシンボルを設定することができます。 

① 「IJE」タブ→「配線」→「ジャンプシンボル設定」をクリックします 

 

② 上側になる配線を 1本選択します 

 

③ 下側になる配線を選択します 

 

④ 「右クリック」または「Enter」を押します 
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ジャンプシンボルが作成されます。  
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5-5. 配線渡り処理 

ページ間で本来接続されている配線をシステム上で繋ぐ処理を「配線渡り処理」と呼びます。 

配線上のそれぞれの端点に「渡りシンボル」を配置する事でページ間の配線を繋ぐ事が出来ま
す。 

 

① 「IJE」タブ→「シンボル」→「シンボル配置」をクリックします 

 

② シンボルパレットから渡りシンボルを選択します 

渡りシンボル「発側」「着側」をダブルクリックで選択します。 

デフォルトではシンボルパスの「回路」に登録されています。 

 

③ 渡りの設定を行う配線の端点を指定します 

「属性編集」ダイアログが表示されます。 

 

④ 渡りシンボルの属性を入力します 

呼び合いコード：配線を繋げる為の発側、着側の共通の名称を設定します。 

リファレンス：渡り先(呼び合い先)のアドレスを表示するかどうかを設定。表示する場合は 
「表示」の□にチェックを入れます。 
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既に配置されている呼び合いコードを入力する場合は「呼び合いコードの取得」をクリックし
てください。「渡り線リファレンス」ダイアログが表示されるので、既設の呼び合いコードを
ダブルクリックすることで入力できます。 

⑤ 「連続挿入」または「挿入」をクリックします 

  



 

 

 IJCAD Electrical 2018 基本マニュアル 

34 

 線番 

6-1. 線番の入力 

回路図中の配線に対して線番を入力します。線番は単なる文字情報ではなく、配線に対する属
性として入力されています。 

① 「IJE」タブ→「配線」→「線番配置」をクリックします 

 

「線番」ダイアログが表示されます。 

 

② 線番情報を設定します 

 

線番、線番配置方向、線番配置位置 
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 線番の英数字、配置位置等を設定します。詳しくは前述 2新規プロジェクト作成を参照し
てください。 

「プロジェクト設定」「ページ設定」時に設定している場合は、その値が設定されています。 

 

ワイヤー種別 

IJCAD Electricalでは盤内配線の配線情報（線種、被覆色、線径）を線番の属性として入力
します。 

被覆色(線色)、線種、線の太さ(線径)を指定する事で帳票内に情報を表示できます。 

各ワイヤー種別は予め「IJE Config」タブ→「作成」→「ワイヤー種別」でグループ化して
おき、グループ名の選択により入力する事も可能です。 

表示にチェックを入れると、図面に設定した情報の表示することができます。 

図面表示色を「被覆色」に指定する事で図面上の線の色が設定内容に変わります。 

  

 確定線番とする 

チェックを入れると、線番配置後の一括線番配置等で上書きされないようにする事が出来ま
す。 

確定処理のされた線番は一括線番配置時に上書きするかどうかの確認メッセージが表示さ
れ、選択が出来ます。 

  

③ 線番を配置します 

「配線を選択」とメッセージが出ますので、線番を入力したい配線を選択すると、 線番が入
力されます。 

続けて配線を選択する事で設定したカウントアップ方法で線番がカウントアップして配置され
ます。 

 

6-2. 線番の編集 

予め配置されている線番の内容を編集します。 
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① 「IJE」タブ→「配線」→「線番編集」をクリックします 

 

② 「線番あるいは配線を選択」とメッセージが出ますの
で、線番もしくは配線を選択します 

「線番」ダイアログが表示されます。 

 

③ 線番情報を修正します 

 

④ 「挿入」をクリックします 

 

6-3. 複相線番の入力 

2相、3相等の複相配線に対して一括で線番を入力します。 

① 「IJE」タブ→「配線」→「複相線番」をクリックします 

 

「複相線番配置」ダイアログが表示されます。 

 



 

 

 IJCAD Electrical 2018 基本マニュアル 

37 

② 複相線番情報を設定し、「OK」をクリックします 

 

接頭に付く文字(R,S,T等)、開始番号、相数を設定し、「線番の上書き」「確定線番のスキッ
プ」をそれぞれ用途に合わせて選択します。 

「進数(カウントアップ増分値)」を設定します。 

 

③ 複相線番を入力する複相配線を選択します 

3相であれば 3本共選択します。 

 

④ 選択後、右ボタンクリックで確定します 
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6-4. 線番コピー 

1本の配線に対して同じ番号の線番を追加配置します。 

① 「IJE」タブ→「配線」→「線番コピー」をクリックします 

 

② 予め設定された線番(コピーしたい線番)を選択します  

 

③ 線番をコピーしたい配線を選択します 

配線上の線番を追加配置したい場所をクリック
します。 

線番入力ダイアログが表示されます。 

④ 線番の配置情報等を任意で設定します 

 

⑤ 「挿入」をクリックします 

追加で線番が配置されます。 

 

6-5. 一括線番配置 / 線番リセット 

プロジェクトマネージャでプロジェクトまたは、ページを選択し、右クリックメニューを表示
します。該当コマンドを実行して下さい。 

プロジェクト選択時：プロジェクト内のすべてのページに処理が行われます。 

ページ選択時：選択したページのみ処理が行われます。 

 

  



 

 

 IJCAD Electrical 2018 基本マニュアル 

39 

 スクート 

シンボル・配線を配線が接続された状態のまま移動させることができます。 

ただし、接続先がシンボルを通過することはできません。 

 

7-1. スクート 

① 「IJE」タブ→「編集」→「スクート」を選択します 

 

② スクートしたいシンボルまたは配線を選択します 

 

③ 移動先を指定します 

シンボル選択時：配置されている配線上を移動します。 

配線選択時：選択した配線に接しているシンボル・線番とともに平行・垂直移動します。 

 

④ 「右クリック」または「Enter」を押して終了します 

 

7-2. 複数シンボルスクート 

複数のシンボルを同時にスクートさせることができます。 

① 「IJE」タブ→「編集」→「複数シンボルスクート」を選択します 

「複数シンボルスクート」アイコンが表示されていない場合は、「スクート」アイコンの右隣
りの▼をクリックしてください。 

 

⑤ スクートしたいシンボルを選択します 

全て選択し終わったら、「右クリック」または「Enter」を押します。 
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⑥ 基点を指定します 

移動の基準点になる基点を指定します。 

 

⑦ 移動先を指定します 

配置されている配線上を移動します。 

 

⑧ 「右クリック」または「Enter」を押して終了します 

 

7-3. 複数配線スクート 

複数の配線を同時にスクートさせることができます。 

② 「IJE」タブ→「編集」→「複数配線スクート」を選択します 

「複数配線スクート」アイコンが表示されていない場合は、「スクート」アイコンの右隣りの
▼をクリックしてください。 

 

⑨ スクートしたい配線を選択します 

全て選択し終わったら、「右クリック」または「Enter」を押します。 

 

⑩ 基点を指定します 

移動の基準点になる基点を指定します。 

 

⑪ 移動先を指定します 

配線選択時：選択した配線に接しているシンボル・線番とともに平行・垂直移動します。 

 

⑫ 「右クリック」または「Enter」を押して終了します 
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 端子台 

8-1. 端子台情報設定 

回路図中の端子シンボルに対して端子台の設定を行います。 

① 「IJE」タブ→「シンボル」→「端子台情報設定」をクリックします 

 

端子台情報設定ダイアログが表示されます。 

 

⑬ 端子台番号等の情報を設定します 

既存の端子台に対して端子を追加する場合は
右図左側のリストから選択し「OK」をクリ
ックします。 

 

⑭ 「端子シンボルをクリック」とメッセージ
が出るので同一の端子台に設定する端子シ
ンボルを指定します 

 

⑮ 端子番号が表示されます 

端子台情報設定ダイアログで「1つ目の端子台番号を表示」にチェ
ックを入れておくと端子シンボルの器具番号が 1つ目のみ表示さ
れ、2つ目以降は端子番号のみ表示されます。 
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 クロスリファレンス 

リレーのコイルと接点や渡り線番等、回路図上にある同一機器の場所を確
認したり、配線の渡先を確認したりする事が出来ます。 

表示結果のリストを確認と対照シンボルの配置ページ、アドレスへジャンプして、実体を確認でき
ます。 

 

① 「IJE」タブ→「編集」→「クロスリファレンス」をクリックします 

 

② リファレンスを確認したい機器や渡り線番を指定します 

「リファレンス」ダイアログが表示されます。指定した機器や渡り線番の相手がページ、アド
レスで表示されます。 

 

9-1. 渡りシンボルの場合 

同一呼び合いコードのシンボルを、プロジェクト内から検索します。 

 

リスト上でダブルクリック、またはジャンプボタンクリックで、選択箇所が表示されます。 
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9-2. 通常シンボルの場合 

同一器具番号のシンボルを、プロジェクト内から検索します。 

 

リスト上でダブルクリック、またはジャンプボタンクリックで、選択箇所が表示されます。 
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 ロケーション 

IJCAD Electricalでは回路図中の機器等に対してロケーションを設定する事が可能です。 

ロケーションは機器等が配置されている場所や中板等を設定する事が可能です。 

ロケーションの設定はページ毎、シンボル毎、ロケーションボックスで囲った部分でそれぞれ設定
する事が出来ます。 

ロケーションの優先順位は優先度の高い順にシンボル→ロケーションボックス→ページとなりま
す。 

10-1. ロケーションの設定 

10-1.1 ページでのロケーションの設定 

① プロジェクトマネージャのページを選択して、右クリッ
クをして「ページ設定」を選択します 

「ページ設定」ダイアログが表示されます。 

 

② ロケーション名を入力します 

ロケーションの部分に任意にロケーション名を入力します。 

既存のロケーションは入力箇所の下に表示されますので選択して入力することができます。 

 

10-1.2 ロケーションボックスでのロケーションの設定 

ロケーションボックスを使用し、回路中の任意の箇所にロケーションを設定する事が出来ます。 
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■ 多角形 

多角形のロケーションボックスを作成することができます。 

① 「IJE」タブ→「ロケーション」→「多角形」を選択します 

 

⑯ 多角形を描画します 

最後に「右クリック」または「Enter」を押すと、最後に指定した点と始点を自動で結び、閉
じたポリゴンを形成します。 

「ロケーション」ダイアログが表示されます。 

 

⑰ ロケーション名を設定します 

ロケーション名を入力または、既に設定済みのロケーション名から選択します。 

 

⑱ 「挿入」をクリックします 

ロケーションボックスが点線で表示されます。 

 

■ 矩形 

矩形のロケーションボックスを作成することができます。 

① 「IJE」タブ→「ロケーション」→「矩形」を選択します 
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⑲ 矩形を描画します 

矩形の始点と対角点を指定します。 

「ロケーション」ダイアログが表示されます。 

 

⑳ ロケーション名を設定します 

ロケーション名を入力または、既に設定済みのロケーション名から選択します。 

 

21 「挿入」をクリックします 

ロケーションボックスが点線で表示されます。 

 

10-1.3 ロケーションボックスによるシンボルのロケーション変更 

ロケーションボックス作成後、ロケーションボックスに交差/包含/接するシンボルは、ロケーショ
ンボックスのロケーションに更新されます。 

シンボルが、ロケーションボックス内⇔外へ移動時、ロケーション更新確認画面が表示されます。 

 

10-1.4 シンボルのロケーション 

シンボルの配置時、属性編集時に設定できます。 

 

10-2. ロケーションの階層化 

ロケーションは階層的に設定、管理する事が可能です。 

例えば、機械 01の制御盤 01の中の中板 01のように機器の場所や所属をより細かく設定する
事で管理や運用がしやすくなります。 

ロケーションに階層を持たせるためには上位の階層から下位に記述し、各ロケーションを_(ア
ンダーバー)で区切ります。 

上の例をロケーションで表すと「機械 01_制御盤 01_中板 01」となります。  
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 接点表（PROのみ） 

この機能は PRO版のみ使用できる機能になります。 

11-1. 接点表コマンド 

コイル（親）シンボルと接点（子）シンボルの配置位置情報をページ内またはフォルダ内から
探し出し、型式用に準備した接点表に記入して、接点表記入設定に基づき配置します。 

 

① 「IJE」タブ→「編集」→「接点表作成」を選択します 

 

 

② 対象となる親シンボルを選択します 

自動的に接点表が入力され、情報が記入されます。 
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11-2. 一括接点表作成 

プロジェクトマネージャのプロジェクト名またはページ
名を右クリックし、「接点表作成」を選択することでペ
ージ内の接点表が設定されていない親シンボルに対し、
自動で接点表を作成します。 
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 パターンボックス 

パターンボックスは、図形をパターンとして登録します。パターンとして登録することで頻繁に使
用する図形を容易に入力することができます。 

12-1. パターン作成 

図形をパターンとして登録します。 

12-1.1 パターンボックス（矩形） 

パターンボックス(矩形)は矩形のロケーションボックスを作成することができま
す。 

2点指示で作成します。 

12-1.2 パターンボックス(ポリゴン) 

パターンボックス(矩形)はポリゴンでロケーションボックスを作成することが
できます。 

1点 2点…と選択していき、右クリックまたは Enterで作成します。 

12-2. パターン配置 

登録したパターンはパターン配置 コマンドで配置することができます。 

登録されたパターンはパターン配置で選択し、挿入することができます。 

 

① 「IJE」タブ→「シンボル」→「パターン配置」を選択します 

 

「パターンボックス配置」ダイアログが表示されます。 
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② パターンを選択します 

パターンを選択して、「配置」をクリックします。 

 

 

③ パターンを配置します 

パターンを挿入したい位置を指定すると、パ
ターンが挿入できます。 

 

 

 

 

12-3. スペックホルダ  

スペックホルダ は、登録されているパターンの線番またはシンボル情報を編集し、設定をしま
す。図面上のパターンの名前をクリックすることで登録されたプロパティに変更できます。プ
ロパティを登録しておくことで一度にパターン内の属性を編集することができます。 
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① 「IJE」タブ→「シンボル」→「スペックホルダ」を選択します 

 

「スペックホルダ設定」ダイアログが表示されます。 

 

② 編集したいパターンボックス名を選択します 

編集したいパターンボックス名を選択して、「編集」をクリックします。 

 

③ プロパティ名で追加を押し、プロパティを追加します 

追加したプロパティ毎にシンボルまたは配線の情報を変更できます。 

 

④ 編集が終了したら、「終了」をクリックします 

 

⑤ 図面に配置済みのパターンボックスプロパティを変更します 

図面に配置済みのパターンボックスの名前をクリックす
ると、プロパティ一覧が表示されます。 

プロパティを変更するとシンボルまたは配線の情報が切
り替わります。 
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 ケーブル定義 

回路図中の盤外配線に対してケーブル定義をすることで、ケーブルの属性情報を付与すること
ができます。 

また、付与されたケーブル属性情報は、ケーブルリストとして帳票出力ができます。 

※プロジェクト設定の「形式」タブの端子シンボルのファイルのパス設定がされていない場合
は、使用することは出来ません。 

 

① 「IJE」タブ→「配線」→「ケーブル定義」を選択します 

 

22 分割線を描画します 

配線の盤内・盤外の境界線の始点・終点を指定します。 

「属性編集」ダイアログが表示されます。 

 

23 属性値を設定します 

属性値を入力して、「OK」をクリックします。 

 

 

24 配線が分割され、端子シンボルが表示されます 
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 DBマネージャ（PROのみ） 

DBマネージャ機能はページまたはロケーションごとに器具を管理し、表示することができます。 

器具名をダブルクリックすることで図面上のシンボルを拡大表示することができます。 

この機能は PRO版のみ使用できる機能になります。 

14-1. ページ  

器具をページ毎に表示します。 

 

 

 

14-2. ロケーション 

器具をロケーション毎に表示します。 

 

 

 

14-3. 外形 

機器配置図作成時に使用します。詳しくは後述の 15外形図作図編集を
参照してください。 
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14-4. エラーボックス  

帳票と図面間で不整合が発生した場合に全図面保存
をし、帳票を更新しなかった場合、エラーボックス
に差異がある器具の情報が表示されます。 

表示を押すと変更したシンボルを拡大表示します。 

反映を押すと帳票に変更内容が反映されます。 
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 外形図作図編集（PROのみ） 

DBマネージャを使用することで、回路図で設定済みの機器リストから機器を選び、外形図を作成
することができます。 

データベース機能を使用しての外形図作成は PRO版のみ使用できる機能になります。 

 

15-1. 新規ページ（機器配置図）作成 

新規ページを作成します。 

① プロジェクトマネージャ内の「新規ページ」をクリックします 

 

ページ設定ダイアログが表示されます。 

 

② 「ページ設定」ダイアログ内の必要なプロジェクト属性を入力します 

 

15-2. 筐体追加 

筐体面を図面に入力します。 

① 「DBマネージャ」の「外形」をクリックします 

 

② プロジェクト名を右クリックして「筐体追加」を選択します 

「筐体作成」ダイアログが表示されます。  
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③ 必要事項を入力し、「OK」をクリックします 

 

筐体名：筐体の名称を入力します。（必須） 

ロケーション：回路図で設定済みのロケーション名を入力します 

メーカー・型番：筐体の情報を入力します。「カタログとリンク」をクリックして、データベ
ースに登録されている筐体情報を登録することもできます。 

全体サイズ・扉サイズ：寸法を入力します。（必須） 

作図オプション：外形図に配置したい図面を選択します。また、図面上の面の間隔を設定しま
す。 

寸法線：筐体図形に寸法線を自動で入力する場合は「作図する」にチェックを入れてくださ
い。 

また IJCADの設定で指定した寸法スタイルと寸法値の大きさを「寸法尺度」で設定してくだ
さい。 

 

④ 図面上に筐体面を挿入します 

図面の筐体を追加したい場所をクリックすると、筐体が追加されます。  
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15-3. 中板追加 

図面に中板を配置します。機器シンボルを実際に配置する作業スペースで、中板に図面を配置
することによって、全ての面に外形図が表示され、干渉チェック機能を使用することができま
す。 

① 「DBマネージャ」の「外形」を選択します 

 

② 中板を配置したい筐体名を右クリックし、「中板追加」を選択します 

「中板作成」ダイアログが表示されます。 

 

③ 必要事項を追加し、「OK」をクリックします 

名称：中板の名称を入力します。（必須）  

ロケーション：名回路図で設定済みのロケーション名を入力します。 

 

メーカー・型番：中板の情報を入力します。「カタログとリンク」をクリックして、データベ
ースに登録されている中板情報を登録することもできます。 

設置位置：中板を配置したい面、位置等を入力します。 

サイズ：中板の寸法を入力します。 

表示：「背面を隠す」にチェックを入れると、複数の中板・機器が重なっている際に背面の図
形を非表示にすることができます。 
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④ 図面に中板を挿入します 

図面の中板を追加したい場所をクリックすると、中板が追加されます。 

この時、図枠外など図面印刷時に邪魔にならない場所に追加してください。 

 

15-4. 機器シンボル挿入 

DBマネージャの機器リストより、回路図設定済みの機器を図面に配置することができます。ま
た、レールなど回路図には表記されない機器シンボルを図面に配置することができます。 

 

15-4.1 回路図記載なしの機器シンボルの挿入 

レールやダクトなど回路図には記載しない機器のシンボルを配置します。 

この時、「IJE」タブ→「シンボル」→「シンボル配置」でシンボルを作成しないでください。全て
の図面に外形図配置などの機能が上手く働かなくなります。 

 

① 「DBマネージャ」の「外形」を選択します 

 

② 機器を挿入したい中板名を右クリックし、「機器シンボル挿入」を選択します 

「機器配置」ダイアログが表示されます。 
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③ 「機器配置」ダイアログの「その他」をクリックします 

「シンボル配置」ダイアログが表示されます。 

 

④ 配置したいシンボルをダブルクリックします 

 

⑤ 機器シンボルを図面に挿入します 

中板上の任意の点をクリックまたは、座標を入力します。 

「属性編集」ダイアログが表示されます。  
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⑥ 必要な属性値を入力後、「挿入」または「連続挿入」をクリックします 

 

⑦ 終点をクリックまたは、数値を入力して、シンボルを挿入します 

 

⑧ リボン「参照編集」タブの「変更を保存」を選択し、保存をします 

 

15-4.2 回路図配置済みの機器シンボルの挿入 

① 「DBマネージャ」の「外形」を選択します 

 

② 機器を挿入したい中板名の左側のプラスマークのアイコン をクリックし、回路図
に配置済みの機器リストを表示させます。 

 

③ 中板に配置したい機器名を右クリックし、「機器シンボル挿入」を選択します 

 

④ 挿入したい点をクリック、または座標を入力します 
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⑤ リボン「参照編集」タブの「変更を保存」を選択し、保存をします 

外形図に配置済みの機器は「DBマネージャ」の文字色が青色になります。 

 

15-5. 中板の編集開始 

配置済みの機器シンボルの移動は中板を編集可能状態にしてから行います。 

 

① 「DBマネージャ」の「外形」を選択します 

 

② 編集したい中板名をダブルクリックし、図面をアクティブ状態にします 

 

③ 中板名を右クリックし、「編集開始」を選択します 

機器シンボルの移動が行えるようになります。 

 

15-5.1 外形図の機器シンボルの移動 

① 「IJE」タブ→「シンボル」→「移動」を選択し、機器シンボルを移動させます 

 

② 「参照編集」タブ→「参照編集」→「変更を保存」を選択し、編集内容を保存しま
す 
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 整合性チェック（PROのみ） 

プロジェクト内を一括で整合性チェックが可能です。 

この機能は PRO版のみ使用できる機能になります。 

 

プロジェクトマネージャのプロジェクト上で右クリックする
と、「整合性チェック」メニューが表示されます。 

 

 

 

 

16-1. 画面 

 

結果欄に「適合箇所あり」となっている項目は、チェックエラーがあります。  



 

 

 IJCAD Electrical 2018 基本マニュアル 

63 

 

整合性チェック項目の中で「適合箇所あり」となっている項目を指定すると整合性チェック結
果の欄にエラー箇所の詳細が表示されます。 

ダブルクリックで、該当箇所にジャンプします。 

 

図面内のエラー表示はエラー箇所の色変更と引出線でのエラー箇所表示を選択出来ます。  

エラー箇所 

アドレス 
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 帳票出力（PROのみ） 

回路図や外形図などを作成した際にデータベースに登録した属性値などの情報をもとに、部品表な
どの帳票類を出力することができます。 

この機能は PRO版のみ使用できる機能になります。 

 

17-1. 帳票出力 

① 帳票を出力したいプロジェクト・ページをプロジェクトマネージャで選び、右クリ
ックで「帳票出力」を選びます 

「帳票出力」ダイアログが表示されます。 

 

プロジェクト選択時：プロジェクトの全てのページからデータを抽出して帳票を作成します。 

ページ選択時：選択したページのみからデータを抽出して帳票を作成します。 
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② 必要事項を選択します 

 

出力対象：帳票を出力したいロケーションを選びます。 

出力項目 

 フォーム使用：出力する項目を設定済みのテンプレートファイルを利用し設定します。 

 項目選択：今回出力する項目を手動で選択します。詳しくは 17-1.1「帳票「帳票」ダイア
ログを参照してください。 

出力先：出力方法・出力場所を設定します。 

出力設定 

付属品を含める：ソケットや留め具などの部品の付属品も帳票に出力したい場合は、チェ
ックを入れてください。 
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行数を固定：帳票の行数を固定したい場合は、チェックを入れてください。 

整合性チェック結果の確認は終了している：整合性チェックを行い、問題ない場合はチェック
を入れてください。 

 

③ 「作成」をクリックします 

指定した場所に帳票が出力されます。 

「作成」ボタンがクリックできない場合は、「整合性チェック結果の確認は終了している」に
チェックが有るか確認してください。 

 

17-1.1 「帳票」ダイアログ 

「帳票出力」ダイアログの出力項目で「項目選択」を選ぶと、「帳票」ダイアログが表示されま
す。 

属性値から出力したい項目を選び、追加をクリックし、挿入をクリックすると帳票が出力されま
す。 
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